
DIC578K

まつしん

NO.91

景況レポート
まつしん

景況レポート
まつしん

景況レポート

業種別の業況………………………………………1～6

経済指標……………………………………………7～8

特別調査

正規社員の採用状況等について…………………9～10

ナイスコミュニケーション

二本松信用金庫

CONTENTS

■製造業　　■小売業　　■サービス業　　■建設業



－ 1 －

概　　　況（総合）
　国内経済を見ると、原油など原材料価格の高騰や金融市場の動揺を契機とした米国経済の後退懸念などにより、大
企業をはじめ中小企業まで景況感が悪化し、景気の後退不安が強まってきています。大企業では仕入価格、販売価格
ともに上昇しましたが、仕入価格の伸びが販売価格を上回る現状にあります。中小企業においては、仕入価格を販売
価格になかなか転嫁できないこともあり、さらなる業績悪化が心配されています。また、今まで景気拡大を牽引して
きた欧州向け輸出に於いても、自動車等の輸出がガソリン価格の高騰や二酸化炭素規制問題などで、下方修正せざる
をえないものとなっており関連企業への影響も懸念されております。
　一方、県内の経済を見ると、同様にガソリン価格の高騰や食料品などの相次ぐ値上げの影響で個人消費にも先行き
に不安感が広がっており、外食や旅行なども減少してきており、買い控えの動きが出始めております。また、住宅に
対する投資は依然低調に推移しており、公共投資の発注も前年割れとなっており、一段と厳しさが増してきておりま
す。雇用状況についても、建設業・サービス業を中心に減少してきており、次期採用枠を見直す動きなども出ており
ます。
　このような情勢下で、当金庫の取引先に対して景気動向調査を実施した結果によりますと、平成20年 4 月～ 6 月の
業況判断ＤＩ値は▲45.4で、予想より9.1ポイント悪化し、更に厳しさを示す結果となりました。各業種とも原材料価
格の上昇分を販売価格に転嫁出来ない事などが、前期予想を下回る結果となり回復に至りませんでした。来期の業況
判断ＤＩ値は、▲42.6と、この厳しさが続くものと予想されます。

調査要領
 1 ．調　査　時　期　2008年 6 月初旬
 2 ．調査対象期間　2008年 4 ～ 6 月期（実績）
　　　　　　　　　　2008年 7 ～ 9 月期（予想）
 3 ．調　査　方　法　当金庫職員による聴き取りおよび留め置き調査
 4 ．調　査　対　象　調査対象 当金庫取引先事業所
 5 ．調査対象企業数・調査対象企業数・有効回答数等の内容

 6 ．分析の方法
　この調査は、各質問項目に企業の総回答数に対する「良い（増加等）」および「やや良い（やや増加等）と回答した
企業の割合と、「やや悪い（やや減少等）」および「悪い（減少等）」と回答した企業の割合との差DIを中心に分析を行っ
ています。
※  DI（業況判断） ＝「良い・やや良い」－「悪い・やや悪い」企業数構成比、％
　　　　　　　　　　傾向値は4期間2段階の移動平均法で算出した数値です。
　　　　　　　　　　＝（4期前～前期までの合計＋3期前～今期までの合計）÷ 8

区　　　　分
製 造 業
小 売 業
サ ー ビ ス 業
建 設 業
合 計（ 総 合 ）

調査対象企業数 有 効 回 答 数 有効回答率（％） 
69
76
56
51
252

67
75
56
51
249

97.1%
98.7%
100.0%
100.0%
98.8%

今期は、前期予想した値よりさらに悪化となった。

来期は、更に厳しさが続くものと予想される。

今期は、大幅な悪化となった。

来期は、今期より更に厳しさが増すものと予想される。

今期は、前期よりＤＩ値が僅かに戻した。

来期は、今期と変わらず厳しさが続くものと予想される。

今期は、大幅な悪化となった。

来期は、更に厳しさが続くものと予想される。

今期は、大幅な悪化となった。

来期は、厳しさが続くものと予想される。

2008年
 1 月～ 3 月

区　　分

総　　　合

製　造　業

小　売　業

サービス業

建　設　業

概　　　　　要
2008年
 4 月～ 6 月

2008年
 7 月～ 9 月予想

（このお天気マークは、景気指標を総合判断したものです。）

好調← →低調

指数 31以上 21～30 10～20 9～－9 －10～－20 －21～－30 －31以下
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業況判断
▲32.4

2008/1～3月

▲32.3 ▲31.9

2007/4～6月

▲36.7

2007/7～9月

▲42.6

2008/4～6月

▲45.4

（▲36.3）

2008/7～9月予想

カッコ内は前回調査時予想

売 上 額

収　　益

資金繰り

業況判断
傾 向 値

▲17.1

▲24.7

▲25.9

▲35.0

▲18.0

▲24.8

▲24.4

▲29.6

2007/4～6月

▲19.8

▲28.6

▲28.6

▲32.2

2007/7～9月

▲36.3

▲41.8

▲33.1

2007/10～12月

2007/10～12月

2008/1～3月

▲24.9

▲37.8

▲30.1

▲27.7

▲41.4

▲33.3

2008/6～4月

（▲13.9）

（▲26.7）

（▲31.1）

2008/7～9月予想

●業況判断DI（「良い」－「悪い」社数構成比、％）

カッコ内は前回調査時予想〔前期と比べて〕
●主要指標DI（「増加・上昇」－「減少・下降」社数構成比、％）

（単位：％、複数回答）●経営上の問題点

・企業数割合（上位 5 項目）

順
位

1 

2 

3 

4 

5

2008年
 4 月～ 6 月

売上の停滞・減少

60.2

利幅の縮小 

39.8

同業者間の競争の激化

35.3

材料価格の上昇 

 21.7

大企業との競争 

15.7

（単位：％、複数回答）●当面の重点経営施策

・企業数割合（上位 5 項目）

順
位

1 

2 

3 

4 

5

2008年
 4 月～ 6 月

経費を節減する 

 71.9

販路を広げる 

 36.5

技術力を強化 

 13.7

情報力強化

 13.3

品揃え改善

13.3

2008年
 1 月～ 3 月

売上の停滞・減少

51.4

同業者間の競争の激化

41.0

利幅の縮小 

32.7

大企業との競争 

23.1

材料価格の上昇 

 15.9

2008年
 1 月～ 3 月

経費を節減する 

 72.9

販路を広げる 

 35.9

宣伝・広告の強化 

 14.3

情報力強化

 13.9

品揃え改善

11.2

業況判断傾向値
資金繰り
収益
売上額

●指標の推移状況（DI値）
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●業況判断

2008/7～92008/4～62008/1～32007/10～122007/7～92007/4～6
－60
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予想

減少

増加

DI値

▲55.8

（▲31.9）（▲32.3）（▲32.4）
（▲36.7）

（▲45.4）

▲43.2 ▲44.4 ▲44.6
▲49.8

12.710.8 12.1 13.1 10.4

▲53.8

（▲42.6）

11.2
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製 造 業

●業況診断

●指標の推移状況（DI値）

　今期の業況判断ＤＩ値は、▲44.8と前期より19.8ポイン
ト悪化しました。原油価格の高騰や原材料価格の値上げ
などの影響により売上額は増加が見られず、収益は更に
悪化となり、資金繰りについても厳しい状況となりまし
た。また、設備投資面では、横ばいの状況にあります。
　業種別に見れば、
 1 ．食料品製造業は、原材料価格などの上昇により、売
上額・収益とも減少傾向となりましたが、原材料在庫は
やや不足している傾向にあります。来期は、資金繰りに
於いて更に厳しさが増すものと予想されます。
 2 ．繊維・衣服製造業は、原材料価格の上昇と受注がや
や減少したことより、売上額・収益とも減少しました。
また、資金繰りにも苦しさが見られました。来期も引き
続き売上額・収益が減少するものと予想されます。
 3 ．木材加工業は、資材の値上がりは続いているものの、
価格転嫁できず売上額・収益とも減少しました。来期は、
資金繰りに厳しさが増すものと予想されます。
 4 ．非金属製造業は、売上額・収益・受注がやや減少し
悪化しました。来期は、今期とあまり変わらないと予想
されます。
 5 ．金属製品製造業は、売上額・収益において概ね横ば
いとなりました。来期は、僅かながら売上額・受注が増
加するものと予想されます。
 6 ．その他製造業は、一部の企業に於いては売上増加が
見受けられたものの、全体としては売上額・収益がやや
悪化しました。来期は、今期とあまり変わらないと予想
されます。

　来期の業況判断ＤＩ値は、▲46.3と今期より更に厳し
さが増すものと予想されます。

業況判断
▲29.0

2007/4～6月

▲38.2

2007/7～9月

▲46.3

2008/7～9月予想

カッコ内は前回調査時予想

売 上 額

収　　益

資金繰り

▲10.1

▲24.6

▲23.2

2007/4～6月

▲23.5

▲41.2

▲30.9

2007/7～9月

▲23.9

▲38.8

▲38.8

20087～9月予想

●業況判断DI（「良い」－「悪い」社数構成比、％）

カッコ内は前回調査時予想〔前期と比べて〕
●主要指標DI（「増加・上昇」－「減少・下降」社数構成比、％）

設備の水準
▲17.4

2007/4～6月

▲8.8

2007/7～9月

▲10.3

2007/10～12月

2007/10～12月

▲25.0

2008/1～3月

2008/1～3月

▲8.8

▲20.6

▲23.5

2007/10～12月

2008/1～3月

▲9.0

17.9%

設備投資した企業割合 設備投資予定のある企業割合

14.9%

▲25.4

▲47.8

▲35.8

（▲10.3）

（▲23.5）

（▲33.8）

▲9.0

▲44.8

（▲32.4） 

2008/4～6月

2008/4～6月

2008/4～6月

（▲10.3） 

▲30.9

▲26.5

▲38.2

▲32.4

▲19.1

2008/7～9月予想

カッコ内は前回調査時予想
●設備投資DI（「過剰」－「不足」社数構成比、％）
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●業況診断

●指標の推移状況（DI値）

小 売 業
　今期の業況判断ＤＩ値は、▲49.3と前期の最悪値より
4.6ポイント僅かながら戻しました。売上額・収益に於い
ても僅かながら回復しましたが、前期予想した値までは
至りませんでした。
　業種別に見れば、
 1 ．織物・衣服小売業は、仕入価格が上昇したものの、
季節の影響などにより販売価格が値下がりし、売上額・
収益も減少して、資金繰りにも苦しさが見られ悪化して
おります。来期も、厳しさが続くものと予想されます。
 2 ．飲食料品小売業は、仕入価格・販売価格とも上昇傾
向にあり、売上額・収益に僅かな回復が見られました。
来期は、仕入価格がさらに値上がりするものと予想され
ます。
 3 ．飲食業は、仕入価格が上昇しており、一部転稼も見
られるが追討ち値上り率が高く、競合店の兼合いより価
格転嫁が厳しく売上額・収益とも減少し悪化しました。
来期は、資金繰りに苦しさが増すものと予想されます。
 4 ．家電小売業は、オリンピックを控えての期待感はあ
るものの、売上額・収益とも概ね横ばいとなりました。
来期は、今期とあまり変わらないものと予想されます。
 5 ．家具・建具小売業は、売上額・収益とも悪化しました。
来期は、今期とあまり変わらないものと予想されます。
 6 ．その他小売業は、売上額がやや増加したものの、収
益が減少した企業と売上額・収益とも減少した企業との
二面が見られました。来期は、収益面において更に厳し
さが増すと予想されます。

　来期の業況判断ＤＩ値は、▲46.7とあまり変わらず厳
しさが続くものと予想されます。

業況判断
▲32.5

2007/4～6月

▲33.8

2007/7～9月

▲46.7

2008/7～9月予想

カッコ内は前回調査時予想

売 上 額

収　　益

資金繰り

▲10.4

▲22.1

▲24.7

2007/4～6月

▲14.3

▲24.7

▲27.3

2007/7～9月

▲29.3

▲45.3

▲26.7

2008/7～9月予想

●業況判断DI（「良い」－「悪い」社数構成比、％）

カッコ内は前回調査時予想〔前期と比べて〕
●主要指標DI（「増加・上昇」－「減少・下降」社数構成比、％）

設備の水準
▲16.9

2007/4～6月

▲10.4

2007/7～9月

▲17.1

2007/10～12月

▲53.9

2008/1～3月

▲34.2

2007/10～12月

▲21.1

▲28.9

▲25.0

▲47.4

▲48.7

▲31.6

2007/10～12月 2008/1～3月

▲14.5

2008/1～3月 2008/4～6月

▲13.3

22.7%

設備投資した企業割合 設備投資予定のある企業割合

17.3

（▲40.8）

（▲10.5）

（▲26.3）

（▲32.9）

▲49.3

2008/4～6月

▲22.7

▲40.0

▲32.0

2008/4～6月

▲13.3

（▲14.5）

2008/7～9月予想

カッコ内は前回調査時予想
●設備投資DI（「過剰」－「不足」社数構成比、％）
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●業況診断

●指標の推移状況（DI値）

サービス業
　今期の業況判断ＤＩ値は、▲41.1と前期より19.7ポイ
ント悪化しました。売上額・収益・資金繰りに於いては
前期より僅かながら戻しましたが、業況については、予
想より悪化しました。
　業種別に見れば、
 1 ．ホテル・旅館業は、売上額・収益とも減少しました。
来期は、仕入価格が上昇傾向にあり消費者の手控えも懸
念されることより、資金繰りに厳しさが増すものと予想
されます。
 2 ．洗濯・理容業は、売上額・収益とも概ね横ばいとな
りました。来期も今期とあまり変わらないものと予想さ
れます。
 3 ．運送業は、燃料費の上昇があるものの転稼が中々進
まず、売上額・収益が減少しました。来期は、燃料費の
価格変動がさらに影響を及ぼすものと予想されます。
 4 ．自動車整備、その他修理業は、資材価格が上昇傾向
にあり、売上額・収益が減少して悪化しました。来期も、
概ね横ばいが続くものと予想されます。
 5 ．その他サービス業は、売上額・収益において概ね横
ばいとなりました。来期は、設備投資も厳しく概ね横ば
いが続くものと予想されます。

　来期の業況判断ＤＩ値は、▲44.6とさらに厳しさが続
くものと予想されます。

業況判断
▲31.4

2007/4～6月

▲29.4

2007/7～9月

▲44.6

2008/7～9月予想

カッコ内は前回調査時予想

売 上 額

収　　益

資金繰り

▲11.8

▲7.8

▲19.6

2007/4～6月

▲19.6

▲27.5

▲29.4

2007/7～9月

▲19.6

▲26.8

▲21.4

2008/7～9月予想

●業況判断DI（「良い」－「悪い」社数構成比、％）

カッコ内は前回調査時予想〔前期と比べて〕
●主要指標DI（「増加・上昇」－「減少・下降」社数構成比、％）

設備の水準
▲15.7

2007/4～6月

▲23.5

2007/7～9月

▲28.6

2007/10～12月
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▲28.6

2007/10～12月

▲ 37.5

▲ 33.9

▲ 32.1

2008/1～3月 2008/4～6月

▲8.9

2007/10～12月

▲16.1

2008/1～3月

▲3.6

17.9%

設備投資した企業割合 設備投資予定のある企業割合

19.6%

（▲19.6）

（▲1.8）

（▲12.5）

（▲21.4）

▲41.1

2008/4～6月

▲ 26.8

▲ 28.6

▲ 26.8

0.0

2008/4～6月

（▲12.5）

2008/7～9月予想

カッコ内は前回調査時予想
●設備投資DI（「過剰」－「不足」社数構成比、％）
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9.8 11.8
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●業況診断

●指標の推移状況（DI値）

建 設 業
　今期の業況判断ＤＩ値は、▲45.1と前期より2.0ポイン
ト悪化しました。資材価格や燃料価格の上昇に加え、売
上額に直結する公共事業、民間設備や住宅投資など依然
低調推移にあり、売上額・収益・資金繰りとも大幅な悪
化となりました。
　業種別に見れば、
 1 ．総合工事業は、資材価格や燃料価格上昇の影響に加
え、公共事業の減少や請負価格の引下げの現象が続いて
おり収益面の影響も大きく、悪化となっております。来
期も、この状況が続くものと懸念されており厳しいもの
と予想されます。
 2 ．職別工事業は、資材価格や燃料価格の上昇の影響に
より売上額・収益がともに減少しました。来期も、この
状況が続くものと予想されます。
 3 ．設備工事業は、資材価格、燃料価格の受注の減少、
請負価格の引下げなどの影響により、売上額・収益とも
減少しました。来期も、この状況が続くものと懸念され
厳しさが予想されます。

　来期の業況判断ＤＩ値は、▲29.4と若干ポイントは戻
すものの厳しさは続くものと予想されます。

業況判断
▲37.7

2007/4～6月

▲34.6

2007/7～9月

▲29.4

2008/7～9月予想

カッコ内は前回調査時予想

売 上 額

収　　益

資金繰り

▲45.3

▲45.3

▲30.2

2007/4～6月

▲19.2

▲23.1

▲25.0

2007/7～9月

▲25.5

▲37.3

▲33.3

2008/7～9月予想

●業況判断DI（「良い」－「悪い」社数構成比、％）

カッコ内は前回調査時予想〔前期と比べて〕
●主要指標DI（「増加・上昇」－「減少・下降」社数構成比、％）

設備の水準
0.0
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5.7

2007/4～6月

▲3.8
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▲23.5

2007/10～12月

▲43.1

2008/1～3月

▲11.8

▲21.6

▲27.5

2007/10～12月

▲35.3

▲41.2

▲39.2

2008/1～3月

2.0

2007/10～12月

▲13.7

25.5%

設備投資した企業割合 設備投資予定のある企業割合

25.5%

（▲52.9）

（▲37.3）

（▲47.1）

（▲35.3）

▲3.9

2008/4～6月

▲45.1

2008/4～6月

▲39.2

▲49.0

▲39.2

2008/4～6月

（▲5.9）

2008/7～9月予想

カッコ内は前回調査時予想
●設備投資DI（「過剰」－「不足」社数構成比、％）
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経　　済　　指　　標

福 島 県 東 　 北 全 　 国
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107.4
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106.5
109.2
111.7
109.9
109.9
105.6
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109.7
106.5
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107.0

2006年11月
　　　12　
2007年 1 月
　　　 2 　
　　　 3 　
　　　 4 　
　　　 5 　
　　　 6 　
　　　 7 　
　　　 8 　
　　　 9 　
　　　10　
　　　11　
　　　12　
2008年 1 月
　　　 2 　
　　　 3 　
　　　 4 　

106.2
105.7
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105.4
108.1
104.5
108.6
111.7
115.6
109.7
110.4
105.7
109.2
108.1
103.8
103.4
108.8

108.7
109.7
107.8
107.9
107.6
107.4
107.1
108.5
108.1
111.9
110.3
112.2
110.4
112.0
109.5
110.2
106.5
106.3

平成12年＝100
鉱工業生産指数（季節調整済）

（資料：情報統計領域）

鉱工業生産指数の動き

全国

福島県

東北
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二本松市 安 達 郡 合 　 計
33
23
14
55
7
16
8
38
14
42
40
29
13
26
54
23
8
11
16
24
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　　　10　
　　　11　
　　　12　
2007年 1 月
　　　 2 　
　　　 3 　
　　　 4 　
　　　 5 　
　　　 6 　
　　　 7 　
　　　 8 　
　　　 9 　
　　　10　
　　　11　
　　　12　
2008年 1 月
　　　 2 　
　　　 3 　
　　　 4 　

45
16
4
7
10
15
12
22
4
20
22
20
17
17
29
30
30
34
38
49

78
39
18
62
17
31
20
60
18
62
62
49
30
43
83
53
38
45
54
73

（単位：戸）

※安達郡は、本宮市と大玉村を合算した数値

安達地方新設住宅着工戸数

（資料：県土木部建築領域）
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（戸） 新設住宅着工戸数の推移
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台　数
福　島　県

前年比％
6,737
7,347
6,212
6,244
7,751
12,793
5,700
5,828
7,152
6,560
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8,122
6,459
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6,396
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0.1
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2.4
3.4

－4.0
5.5

－4.7

台数（千台）
全　　　国

前年比％
411,730
452,629
407,804
386,665
505,116
767,367
357,690
378,800
462,166
438,940
347,307
499,798
406,215
451,087
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376,620
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368,830
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新車登録台数（乗用車・トラック・バス・軽自動車含む）     

全国

福島県

（資料：福島県自動車販売店協会）

（％） 新車登録台数（前年同月比伸び率）
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百万円 前年同月比
福 島 県

－
－
－

－0.4
－1.2
－1.5
－4.3
－0.4
－1.9
－1.1
－1.2
－0.2
－1.2
2.7
2.7
0.7

263,302
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18,706
18,887
18,179
19,039
19,662
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19,922
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十億円 前年同月比
全 　 国

－
－
－
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0.2
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－2.5
1.9
－0.3
－0.2
1.9
－0.4
－0.6
2.6
1.8
－0.5

24,606
21,138
21,191
1,690
1,703
1,735
1,861
1,672
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1,715
1,812
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1,881
1,554
1,770
1,681

百万円 前年同月比
東 　 北

－
－
－
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－0.5
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－3.3
－0.3
－1.4
－1.5
－0.9
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（単位：百万円）
福島県大型小売店販売額
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全国
東北

福島県

（資料：東北経済産業局）

（％） 大型小売店販売額（前年同月比伸び率）
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消費者物価指数
平成17年＝100

全国

福島県

（資料：情報統計領域）

消費者物価指数
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二本松市

本 宮 市

安達郡大玉村

総 合 計

区　分
 1 世 帯
当 た り
平均人口

世帯数 対2005年10月
国勢調査 対前年同月

増　減 増減率 増　減 増減率

274

418

133

825

18,700

9,468

2,223

30,391

1.47

4.41

5.98

2.71

131

78

79

288

0.70

0.82

3.55

0.95

3.27

3.34

3.80

3.33

安達地方の世帯数・人口調べ
2008年 5 月 1 日現在  

対前年同月

二本松市

本 宮 市

安達郡大玉村

総 合 計

区　分 人　口 対2005年10月国勢調査 
増　減 増減率

▲1,937

252

▲27

▲1,712

61,242

31,619

8,437

101,298

▲3.16

0.80

▲0.32

▲1.69

▲813

▲81

24

▲870

▲1.33

▲0.26

0.28

▲0.86

29,672

15,469

4,154

49,295

31,570

16,150

4,283

52,003

増　減 増減率

男女別内訳

男 女
－1.0

－0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

人口

世帯数

（資料：情報統計領域）

（％） 二本松・本宮・安達郡の世帯数・人口推移（対前年比）
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問4　貴社の採用について、課題と考えていることを 1～10の中から当てはまるものを 3つ以内で選択して下さい。

まつしん景況レポート 特別調査「正規社員の採用状況等について」

製 造 業

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

小 売 業 サービス業 建 設 業 全 　 体

問2　ここ 3年程度の貴社の中途採用実績について、1～ 4の中から最も当てはまるものを 1つ選択して下さい。
　　　また、貴社の中途採用環境について、5～ 8の中から最も当てはまるものを 1つ選択して下さい。

製 造 業

%

%

%

%

%

%

%

%

小 売 業 サービス業 建 設 業 全 　 体

問1　ここ 3年程度の貴社の新卒採用実績について、1～ 5の中から最も当てはまるものを 1つ選択して下さい。
　　　また、貴社の新卒採用環境について、6～ 9の中から最も当てはまるものを 1つ選択して下さい。

 1 ． 学歴に関係なく採用した

 2 ． 主に中学・高校卒の学生を採用した

 3 ． 主に専門学校・高専卒の学生を採用した

 4 ． 主に短大・大学（院）卒の学生を採用した

 5 ． 新卒採用はしていない

 6 ． 希望した人材を採用できている

 7 ． 希望した人材ではないが人員確保の採用ができている

 8 ． 希望した人材が集まらず採用できていない

 9 ． 新卒採用はしない方針である

 1 ． 経験に関係なく採用した

 2 ． 主に経験者を採用した

 3 ． 主に未経験者を採用した

 4 ． 中途採用はしていない

 5 ． 希望した人材を採用できている

 6 ． 希望した人材ではないが人員確保の採用ができている

 7 ． 希望した人材が集まらず採用できていない

 8 ． 中途採用はしない方針である

 1 ． 現場作業関係で人手が不足

 2 ． 営業・販売関係で人手が不足

 3 ． 経理・財務・管理関係で人手が不足

 4 ． その他の職種で人手が不足

 5 ． 人員は適正

 6 ． 現場作業関係で人手が過剰

 7 ． 営業・販売関係で人手が過剰

 8 ． 経理・財務・管理関係で人手が過剰

 9 ． その他の職種で人手が過剰

 1 ． 知名度の向上

 2 ． 業務の魅力向上

 3 ． 職場環境の改善

 4 ． 給与面の待遇改善

 5 ． 福利厚生面の待遇改善

 6 ． 採用のノウハウの向上

 7 ． 人材育成

 8 ． 採用のタイミング

 9 ． 特にない

10． その他
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67先
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77.1 

14.9 

8.1 

13.1 

64.0

小 売 業

75先

サービス業

56先

建 設 業

51先

全 　 体

249先

問3　ここ 3年程度の貴社の人手の過不足感について、1～ 9の中から最も当てはまるものを 1つ選択して下さい。
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 1 ． 新卒採用を増やす

 2 ． 中途採用を増やす

 3 ． 外国人の雇用を増やす

 4 ． 非正規社員（パート・アルバイト・派遣等）を増やす

 5 ． 業務の一部を外部に委託する（アウトソーシング）

 6 ． 省力化・機械化を進める

 7 ． 採用を抑制する

 8 ． 人員を削減する

 9 ． 特に考えていない

10． その他

問5　貴社の人材面における今後の対応方針について、1～10の中から当てはまるものを 3つ以内で選択して下さい。
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39.2 

2.3

小 売 業 サービス業 建 設 業 全 　 体
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問 1　新卒採用実績

問 2　中途採用実績

問 3　人手の過不足感 問 5　人材面における今後の対応方針問 4　採用についての課題
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